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池 入 田'一 一1薪
マクロの理論はc+1=Y(や 鯛51墾 サ哲～かや叫 新 玉 ◎
LM曲 線分析,さ らにAD・AS曲 線分析へ と展開 して いる。45。 線分析
は利子率を所与 として国民所得がどのよう'に決定き痴るが≧ポ5手 順で進
められ・IS●LM曲 線分析は・ 利子率と甲民所得の揖互琢存関係字余穎
において,両 者の同時的決定を取 り扱 うものである。 ぎらに,i_Al)♂蓋S
曲.線分析は,IS・LM曲 線を土台にしたAD曲 線 とAS曲 線 との関連に
おいて・.,同時的に均衡物価 ζ均衡甲民所得の決牢を取 り扱 うもりで～らる面
ここで問題にす筍のはこのAD・AS曲 線分析で奔るが,.ま ずAD曲 線
については,IS・LM曲 線にもとノついた派生を行～・,.1匁こAS曲 線につ
1いて1み 師格受容者 と領烙設定者ρ事例に分げ丁検試 している。.ぐし壬最
後に,需 給一致による均等値 と均衡値の決定についエ述びる。.
1.AD曲 線 の派 生
AD曲 線 は 坦 ㍗Lル1曲 線の総合 によ,つて振生 させ るこ」と一がtき うか.ら2
まず録初 に・・そ ㊧IS・LM曲 線の派生 力・ら取.り・かゆ るζ.とに しさ・5。し
(1)IS程 式 ヒ




として規定 され る。.こ こで,C=B+α γ である。Bは 独立消費支出であ
る。 また,1=J>一 〃ω とす る。 こ こで投 資1は 利子率 〆の減少関数であ
り,2>0で あ る。1>はrが ゼ ロの事例 における投資であ る。 この式はy
が上 昇すれ ば2Yは 増 大するか ら,1は 減少す るとい う関係を示 し て い
る。 そ こで これ らを(1)式 に代入 して書 きか える。
YニB十 θy十N-it・ ・・・・・・・…〈2)
これは次の よ うに書 きなおす ご≧がで きる。
Y一 、1-a(B+N-it)… ………(3)
1
こ「臨 戦 化のために,・一。≡娃 する・
Y=k(B+1>一'7)(27・ ・…・……(3'〉
(3')式 において,B,N,k,1を一定 とすれ ば,yが もっぱ ら7に 依存 し
てい るこ と,す なわ ちrとYと の関係 は,rが 上昇すれぽYカ{減 少す る と
い う関係,減 少関数 として規定 しうる関係 にあ るこどを示 してい る。 この
(3')式 は,次 の(2)項 において示 される よ うな関係に もとづいてIS方 程
式 と よぶ ことがで きる。
(2)IS曲 線
C+1=yの もとでは,そ の所得の処分に関連してY=C+Sと いう関
係 も成 り立っている。そこで,均 衡国民所得のもとではC+1=C+sと い






まず,Yを 所与 とすれ ば投 資誘 因に よ りr=MEで 投 資1が 決定 され
る。そ こでこの投資1と,国 民所得の増加関数 としての貯sと の均等 闘
係 にそ くして国民所得.v.が 決定 され る。 この よ うにみ る限 り,y.=/てr)
の関係 にあ ることがわ かる。 ただ しそれが増加関数か減少関数か は,こ れ
だけでは不 明であ る。
そ こで,rの 水準 を下 げて所与 としよ う。 下が ったrとMEと が均等
.な 点 にそ くして1が 決定 され る。MEは 投資の減少関数 ともい うづ き もの
であ るか ら,下 が ったrと 等 しくな るMEは 投資の増加 によるものであ
る。 したが ってrが 下 がれば1は 増加す るこ、とにな る。次 いで,そ の増加
した投資 と貯蓄が等 し くなる ことに よって国民所得が決定 され る。貯蓄 は
国民所得の増加関数 であるか ら,こ の よ うに して決 定 され る国民所得は増
大 してい る。それゆ え国民所得 は,利 子 率が下 がれ ば増大 す ることがわか
























IS方 程式(3')に 対応す るもの である6・.∴,・ ・,、
以上 の関係 を図示 すれぽ図1み ようになる。・まず㈲ 図は投資誘 因を示 し
てい る。㈲ 図は横軸 で示 した投資 を縦軸 に示す ため の媒 介項 ともい うべ き
ものであ る。45。 ・線 がその.役割を果た している。◎ 図は1=sに'よ る国民
所 得決定を示す 図であ り,⑪ 図は出発点(㈹ 図)で 所与 とされ る利子率7
に対応 す る,結 果絶 して生 ず る均 衡国民所得の関係 を示す ものである。そ
・こで5'出 発点(㈹ 図)に おいてrを 所与 とすれ ぽY=MEに そ くして投資
zが 決 まる。 このzを ⑧ 図の横軸→縦 軸で示 し,◎ 図に1値 線 として書 き
込 む。 そ こで1=Sを 示すa点 にそ くして均衡国民所得y,が 決定 され る6
このy、 ど出発点(㈲ 図)のrを ◎ 図に書 き込む。◎ 図のa点 の縦座標 はr,
横座標 はyeで ある と読む こともで きる。 いず れにせ.よ,こ のG点 が(C)図
のG点 に対応 してい ることをみ るな:らぼ,Yに 対応 したy,を 示 す この⑪ 図
のa点 は1=Sを 媒 介 として成 り立 つ もの であ ることは一 目瞭然であ る。
さらに,利 子 率を,〆 に引 き下 げてみ よ う。㈲ 図において投資は 〆 に増
、 ・.
加す るか ら,.これを⑬ 図の横軸→ 縦軸 に求 めて,⑥ 図に ■ 直 線 と:して書 き
込む。 こ こt .1'=sを 示 す ウ点にそ くして均衡 国民所得 はy',に な る。
そ こで,こ のyと ㈲ 図の 〆 を◎ 図に書 き込 むな ら1ま座標系の中に δ点
を手に入れ る。 その縦座標は 〆,,横 座標 は.v'で ある。b点 はQ点 の右
下Y'あ る。'とい う.ことはr>〆,y,<y,と い'う関係 にあ るこどを示す もの
である・す勧 ち利子覇 下猷 岬 民所得蝋 将 ることにな.る・以上
の よ うな手順 を連続 的に行 う.ことに よって,α,δ 点 を通 る右下が りの点
の軌跡=曲 線 を手 に入れ る。 これ ほ,さ きにも示 した ように,・1=Sを 媒
介 として成 り立つ ものZあ るか ら,IS曲 線 とよばれ ている(3)。
。、 ・}ill
(3):.:LM方 程式
利子率は,貨 幣にたいす る需要 ・供給 の関係 によ り決定 され る もの とす
'9「 ぐ170)





Lは 李換手段.とLて の貨幣需要 参 〒1・y(4)と 資産 としZの 貨幣需要 ゐ3=…:
Zr岬 .か構 成 趣 ていoこ こ留 ・<1,1;>0と す る・L・ 財Uモ
季 τの極 少関数雫 挙筍σZはrが ゼ ロの事例 に挙げ るL2需 要 を示Lて い
.歪。.rが 上昇す為 ぽ12τ1鱈 増ナ樗 るか 昏L;は 減少す るとい う関 係 に あ
る。そ こで,(4)式 は次 の ように書 孝脅える ことがZきx。
M_
P-Z,Y+z一 あ〆 「i『'1『'(.5)
(5)式 を7に 関して解 けば,
∴ τ一 轍z7貿)(6;,p… ・…,…<,6)
となoこ の式は.Z,M,Pな らびにZ・,r,を 所与 とすれ ぽ,rは 専 ら
γに依存 して お り,yが 増大すれ ぽrも 上昇す る とい う関係 にあ ることを
示している・ こ9(6蹴(チ 脚 〒もとつくものであるが脈 理 耀
式 と よぶ ことがで きる。.,
ヒ ゴ'訂:・ ・1
(4)LM曲 線 一 ・...:
物藤 輪 二鋤 嚇 る国民醐r瓢:諦
とい う関係に よ り,交 換手段 としての貨幣需要L、 ぶ 確定 され るOそ こで,
・のL,と ・難 と比 の貨幣 琴L・ 一Z-1・rと を請 し傾 一貨蠕
要Lと・M_Pとの翻 聯 ・そく・麟 晒働 が決定・権 それ
ゆxγ 、=g(♪)と い う関係にある.ヒ とがわか る。ただ しそれが増加関数か
減少関猟 ・劉 嚇 遡 であo:1∴ …,
そこで所与とされ る国風所得を増加させてみ よう。L、 は増大するから,
・れと醜 合計したLは 増加す…a・ な・・艶 一定であ・たから・
(171)5
AL㌔4S曲 線分析に関する/'一ト
Lの 増加は超過需要をひき起こすことにな り,利 子率を引き上げるであろ
う。それゆえr,=g(y)は 増加関数 として規定されることがわか る。
以上の関係を図示したのが,図2で ある。ここで(A図 は交換手段 として
の貨幣需要L,を 示している。(B)図は縦軸表示のL・ を横軸に再現す るた
めの媒介項ともい うべきものであ り,45。 線がその役割を果たしている。
◎ 図は(B)図で示 されるL・ にそくする ム 垂直線を基準線として,利 子率
の減少関数 としてのL2を 書 き加えた貨幣需要曲Lを 示すと共に,一 定
と仮定・れた貨幣供峠 を示・てい・・'
⑰図は出発点(④ 図)の,所 与の国民所得 とそれに対応する均衡利子率
・を示す ものである。
そこで,ま ず㈹図において,所 与の国民所得をyと すれば交換手段とし
ての貨幣需要は1,に なる。これを(B)図の縦軸→横軸にItと して記し,さ
























そ く・てL曲 線・な・から・・呪 曲線と簿 直線・の交点・¢ 一M)に
そ くして利子率r,が 決 定 され る。 そ こで,こ のr,と,出 発点(㈹ 図)
のyと を◎ 図に記入すれ ぽ,a点 を手 に入れ る。す なわちそれの横座標は
出発点のs,縦 座 標は結果 としての均衡 利子 率r、 を示 してい る。 このa
点 がL=Mと い う均衡条件を 媒介 として求め られ た ものであ ることは,
(C)図のa点 をみれぽ 明らかであ ろ う。
次 に,国 民所 得をy'に し よう。 交換手段 としての貨幣需要 は1.'に な
るか ら,こ れを㈲ 図を介 して⑥ 図に ム'垂 直線 として書 き込む。 そ うす る
と貨幣需要曲線は旅 な・から・・の 軸 線と筆 直線との交点旅
そ くして均衡利子率 パ を手に入れることになる。そこでこの ノ、'と出発
点(㈹ 図)のy'と を◎図に書き込むならばb点 を手に入れ る。 すなわち
この∂点の横座標は所与の 国民所得 ヅ,縦 座標は結果としての 均衡利子
率 パ を示すものである。 この∂点が,さ きほどのα点よ りも右上にある
ことは,国 民所得が増大すれば均衡利子率は上昇するという関係を示した
ものである。.同じような手順を 連続的に くり返すならば,◎ 図に率いて
α,∂ 点を通る右上が りの軌跡=曲 線を手に入れる。これはさきにも指摘
したように,L=Mを 媒介として求められたものであるから,LM曲 線
とよばれる。このLM曲 線はさきのLM方 程式(6)に 対応するもので
ある。
(5)IS・LM方 程式の結合一総需要関数の導出一










どなる・'と・で鞭 化めたあに 講 、、 ≡%無 ≡βと・・権 助
とすれ ば,
AD一 溜+N)・ β(璽_zP)一 ∴ ・… ∵ω 〉 ・
と浸 る1と あ(9う 式 ほ,'B,N;ZMな らび に α,β を所与 どすれば,
肋 筋Pあ 変イ聯 存して変おる・乏・伽 力圷枷 ま繍 要ぽ厭
し,上 ぶれ ぽ減少テ る'ごどを余 しで い る。'じたが って こめ総需i妻歯数}ま減
少関数 どし2規 定 され る。'㌧:'『 『 ㌦ 『一 「㌃＼3'
.岬:働 〃坤 聯 合一轍 曲即 派生二.滋 一.
㌃物価下落の効果は利子率効果(8)と資産効果(9)に分けるととができる。利
子率効果'とぽ,'物 価†落ほ貨幣供給iを三差乏する限 り,実 質貨幣残高の上
昇を'も・だぢじ,企 業に泥いしては投資誘因を高め,さ らに家計に旭 ・して
牡住宅投資や商客消費財の購入を増矢させるようになる効果ゐ ご'どで・あ
・る♂資産効菓とば,物 価下'落は実質資産,と ぐに金融資産の実質値を高あ




LM'舳 線への辮 鱒 軸、熱9絵 解 慰 系鱒 下礎 総騨
(C+1)を 増 大 させ るよう にtdる とい う関係を示すヒ とy>し よ う。
ヒ1¥)物 猛縮 み 加 曲誌6影 ぎ:'罫 一 、 ・'∴ ・
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嚇 ρ柳 陣 痛 嫉 質貨騨 ・拳 鹸 ら夢華
線た移行し,L=Mを 示す交点はQか ら 〆 に移行する。すなわち均衡利
子率はY.か らr,'に 下がる。・との関係を㈹図に書 き移したものが,y垂 直
線 と交 じお るα点がら 〆 点への下方移行,そ れに対応する均衡利子率の
y,か らr,'へ の移行である。とのようにして物価下落はLM曲 線をα点






9'・ ・ 「 ・0
示 され る。
ここで㈹ 図は物 価下落に よ り貯蓄曲線
がr～ 〉々からs(の に下方節 したピ1
とを示 してい る。.その結果,1=cに 対





これ が貯蓄 曲線を下方移行 させ ることはg。s。














は 物価下落の総効果 ともい うべきものo
AD・AS曲 線分析に関する ノー ト
そ こで,こ のy,y'を(B)図 に記入すれぽ,同 じ利子 率7に 対応 して,そ
れ ぞれa,a'・ 点 で表示 される ようにな る。 それ ゆえ,IS曲 線はIS(p)か
らIS'(p')へ と右方移行す るこ とに なる0こ れ が資産効果 であ る。
(ハ)物 価下落の総需 要効果
物 価下落の利子率効果(LM曲 線の下方 移行)と 資産 効果(IS曲 線の
右方 移行)を 総合 して図示す るならぽ図5の よ一うになる。 こ こ で ま ず,
(B)図において物 価が ρ 水準である としよう。 この物価 を反 映 して ㈲ 図の
LM・IS曲 線はそれぞれLM(ρ),IS(p)曲線であ り,国 民所得=総 需
要 は交点 σにそ くしてyで あ る。 このyを(B)図 に書 き込む とa点 を手 に入
れ る ことがで きる。次 に,(B)図 において物 価がp'に 下 が った としよ う。
これ を うけて㈹ 図 ではLM・IS曲 線 がそれ ぞれLM'(ρ つ,IS'(ρ')に
移行 し,交 点 α'に そ くして総需要は ッ'に なる(ッ くヅ)。 そ こで この ヅ
を(B)図 に書 き込むな らば 〆 点を手 に入
れ る。す なわち このa'点 の縦座標 は下7(A)
＼
が つた物 価 ρ',横 座標 は増加 し た 総需
LM(P)要 ヅ を示す も
のであ る。 この 〆 点が α
aa'L酵 げ)
点 の右下 にあ ることは,物 価が下がれば ,・ 、IS'(
P')
総需要 が増加す るこ とを示 して いる。 こIS(p)
,YO
の ような手順 を連続的 に くり返 す な ら 卯39田
ぽ,a.〆 点 を通 る右下が りの軌跡=曲p(B)










と資産効果 に分 けてみ ることにしよ う。 ㈹ 図 に お け るLM(p)曲 線 と
IS(ρ)曲 線 との交点Qに そ くす るsか ら,LM'(ρ')曲 線 とIS(ρ)曲 線
の交点a;に そ くす る ッ1へ の移行が利子率効果であ る。 これにたい して
LM(カ)曲 線 とIS(p)曲 線 との交点 αにそ くす るyか ら,LM(ρ)曲 線
とIS'(pつ 曲線の交 点a・ にそ くす るy2へ の 移行 が 資産効果 であ る。
それ ゆえ総 効果 は(ッ ～ッ・)+(夕 ～ッ2)=夕 ～ダ として求 め られた ものであ る
(こ こで ッ～ッ2とy・～ダ が等 しい ことはい うまで もな い)。










1)名 目賃金(W)は 所与で固定 している。
・)実 質賃金(堕P)と 限界生産物(器)は 均等であ・・
3)限 界生産物逓減の領域で操業している。
4)不 完全雇用の領域である(13)。





MPと いう関係で規矩 さ撮 の 槻Pが 等しい とい う関係を通し




賜 ・所与の物融 ・もとづいて実質賃鍔 が齪 ・れ・・ そ・で・
の実質賃金署 と限界生産物{影 ・嫌 ・な・点で屋職 ・決牢され・・
さらにその雇用Nに 対応して総生産物=国 民所得Yが 確定される。こ『みよ
うな関連においてみるならば,あ る所与の物価に対応して一定の国民所得







以上の関原を図示すれば図6の ようセ『なる。 ここで㈹ 図ぽ横軸に物価
P・V・ 頬 賃鍔 を示してい・・右下がり考 曲繍 所与で醒
した名目賃金に関して,物 価上昇につれて減少する実質賃金を示1したもの
であ・から直角双曲線・し七表示・れ・・面図の緬 は髪癖 にな・限
界生産物器 函 てい・.繭 騨 を示し老い扁 下がりの藷
曲線は限界生産物逓減を示したものである。幽(C)図は横軸に雇用N,縦 軸に



















,・ .,.・ 〆P.・o・ π 〆 ・.N
図6
ま ず ㈹ 図 に お い て 所 与 の 物 価 を ρ と し よ うaそ れ1こ 対 応 し て 実 質 賃 金 は
号にな… の努一蓋 であ・か・・⑧図・書き翫 猟 との嚇




おい瑚 価を ハ こ上昇したとしよう・実質飴 は 云 に下がる・ そこで
㈲図にこれ・繍 ・なる一器 を記して雇用を求めるならば 窟 な・.・
次いでこの〆 に対応する総生産は(C)図においてy'で ある。このy'と 出発










ル ーカスは総供給 の動 向を ミクロの企業行動 に もとつ かせ て説 明 してい
る。そのため にまず,次 の ような仮定 を とる。
1)多 数 の市場関与 者か らなる競争市場。
2)企 業 は合理 的に行動す る。
3)企 業 は自分 の直 面す る価格 については十分 な情 報を も っ て い る
が,物 価 につ いては不十分 な情 報 しか もたない。
4)賃 金 は粘着 性を もつ。
以上 の仮定 に もとづい て行動 す る企業の供給 を前提 に,代 表 市 場(11)と
もい うべ きん市場 の供給 を次の よ うに規定す る。
Q(a)=Q,+Q,α)・ ……・・…(10)
こ こで6(x)はx市 場 におけ る生産物 の供給量,Q.は す べての市場 に共
通 な正常(な い しは恒常的)供 給量であ る。 これは あとで示 さ れ る よ う
に,マ ク ロの 自然失業率 のも とでの 国民所得=完 全雇用国民所 得 に 対 応
す る概念であ る。Q,(x)はx市 場 固 有 の,(恒 常 的にたい して)変 動 的
(cyclica1)供 給量を 示 してい る。 市場 の供 給量を正常 供給量か ら乖 離 さ
せ るQ、(xは 次 の ような関係 で規定 される。
Q`(x)=γ(」 ρ(x)一 ρα)十λQ-1`(x)・ ・・・・・…(11)
ここでP"はz市 場 の供 給者の主観的 ・不完全 な物価予想 を示 している。
γは現 実の κ の価格 と予想物価 との差額 にたいす る κ 市場 の変動供 給量
Q.(x)の 反 応を示す係数 である。e一(x)は 一 期前 のxの 変動供 給量,
えく1と い う関係 にあ る。 この式 はx生 産物 の現実価格 と予想物 価 との差
額 に反応す る変動 供給部分 と前期の変動 供給量に依存す る変動供給部分 と
の合計 に よって,』当期の変動供給量が決 まることを物語 るものであ る。い
いかえれば予想物 価はそれに対応 した賃金を含意 してい るか ら,価 格 と予
想物 価の差額 とは価格 と賃金(コ ス ト)の 差額,す なわ ち予想利潤 を意味
14(180)
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す るもの とい って よい。それゆえ(11)式 の右辺第1項 は変動供給量 の一部
分 は予想利潤 に依存 してい ることを示す ものであ る。
さらに,予 想物 価P'は 次 の ようにして形成 され る。
P'ニ=(1一 θ)p(x)十 θ」P・ 一・・・・・…。(12)
こ こでPは 過去 の..(し たが って確定 した)物 価であ る。θ はP4を 形成
す るためのPの ウ ェイ・一ト.であ り,θ 〈1と い う関係 にあ る。 この式は予想
物価 が ∬生産物 の現実の価格 と過去の物 価 とを勘案す ることによ って形成
され る ことを示 してい る。そ こで,こ の(12)式 の右辺を(11)式 右辺第1項
に代 入 して,整 理 す ると次の ようにな る。
Qピ(z)=γ θ(p(x)一P)→ 一えQ_i<(x)・・・・・・・・・…(13)
この(13)式 の右辺 を(10)式 右辺第2項 に代 入す る。
Q(x)=Q"十 γθ(p(x)一F)十2(}_1〈(x)・・・・・・・・…(14)
これが代表市場 ともい うべ き κ市場 の供 給関数 であ る。そ こで この供給関
数を 国民経済 に敷桁す る と次 の ようになる。
Y=Y,十 γθ(P一 ・P)十λY_lo・ 一・・・・・・…(15)
ここで}ワ は完全雇用国民所得 であ り,Fは 企業 の直面す る現 実の価格 の
総体=現 行物 価で ある。
そ こで,長 期均 衡を出発 点 とす るな らぽ,す なわ ちY_,=yノ とす るな
らばY-1,=0に なるかち,(15)式 は次 の ようにな る。
Y=Y,十y(P-P')・ ・一・・・・・…(16)
こ こでは 単 純化のために γθ≡乃 とす る。 さ ら に 適応 的期待仮 説に よ り
P≡P'と す る。P'は 期待物価 であ る。 この式 がいわ ゆるル ーカスの総供
給関数α6)で ある。 この式 を図解す る と図7の ようにな る。
ここで,P=・.P8で あれ ば,(16)式 右辺第2項 は ゼ ロになるか ら,y=yノ
にな る。v垂 直線上 のa点 が この関係 をあらわ してい る。F>P`で あれ
ぽ 戻P-Pつ だけ ッ>y,に な る。なぜか。P'は 過去 の物価水準 であ り,
('・181)15
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それに対応 しだ賃金 も既定で ある。.、 、P.、?
P>P'と い う関係 は,.賃 金がそ の
ま まで現行物 価が上昇す るとい う.こ_・
とを示 す ものであ るか ら,企 業に利P富 麗
、潤 を もた らす ことにな る。そ こで企..





れゆ え この関 係は α点 か ら右 上へ進 一.・}.、 図7'層 、'… 』5
む ・!is抽 線分 で示 され るC:P<P'で あれ ば,h(P-Pつ だけS<y,と
な る。す なわ ち事態 は逆 であるかちデ α点か ら左下 ぺ進 むAS曲 線分で示
され・る。 したが って,そ のaを 切っ て進 む右上が りのAS曲 線の形 状
は,賃 金を所与で 固定 してい る と仮定 したマ ッケナの事例 に対応す るであ
ろ う0
(2)価 格設定者の事例における総供給曲線
(イ)総 供 給価 格曲線一 ドーンブ ッシュ,フ ィッシャーめ事例一
現実の国民経済 は,価 格を所与 として供 給量 を調節す る価格受 容者(=完
全競争者)よ りも,価 格を自 ら設定 して利潤を追求す る価格設定者'(=不
完全競争者)'に よち て支配され る傾向にあ るとい って よい。そ うい う観点
か らすれ ば,マ ッケナの事例 もル ーカスの事例 も,現 実の総供給曲線を説
明す る理論 としては疑 念を もた ざるをえない。老 こで ここでは,価 格設定
者を土台 にす る総 供給曲線を と り上げ るごとに しよ う(171。.まず,唱 単純化
のために次 の ような仮定 を とる。
1)生 産要素 は労働 のみであ る。
2)生 産物1単 位 当 り労働量 は1で,・ 。不変 である。
・、3ン 総 供 給価格設 定は賃金 コス.ト ・マ ークア ップ原則に よる。.'、
4)㌦.ズrク'ア ップ 率は不変 であ る。.∴'.,.∴ ・..=・ 」.』・4
.16(ユ82)
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酵a監 よる綿 縮 格の設定は次のようであ熱.茸 嘱
1)=δW(1十x)∫ 一 い ・。・・・… 一 ・・(17)
と轡毎 撫編齢 半 蝋 ・縮 臨 漁 両 ア擁
である。ここではマークア ップ率を不変 と仮定しているが'ちデ益稽あ動向
ミ じ サ メ
を決す るものは賃金の動向であることはい うまでもない6二ぞごで,こ の賃
蝉 贈 四 恕.㍗㍗、あ曳網1:隠蛾 噸 舛黒 子
う 。
`・={ 一ぐ 白 》二、レ 「～
図8のPP曲 線 が そ の フ ィ リ ッ プ.
、..ズ ー ・一 ・Wζ.、 ・5.づ1.ご ・ξ;・・....
ス曲線である。 この図の縦軸嫉賃金
　 ず コ ロ
上昇率1死 横軸は失業率%を 示 し
ている。このPP曲 線は失業率が増
大すれ噸 金男 鞭 王塑 速 業'・
率が減少すれば賃金上昇率が上がる
P
レ ∫ い,∵`r∵ 三1五}、f笥7環 二τ}
..・示 』1ド:二」1,'・.三 ∴ ∫・ 昏 ミ:.∫ マら
u。 く ≒ 一;δ 、一U.
P
と.いう鄭 を起 てい。.さ らにご:～∴ ・∵一 齢 一 ・}茜
'」 一『一'… 一画一一一.』}一'T..　 … 皿.'" ・1「 .'1..一 、.』「;、r-f偽 一∴1』
の 関 係 は 次 の よ う に 示 さ れ る 。`
_卜 諺ll沁」,、_..1＼ 照/∴ ・二1煎YY
、嘔 π%・熊 捗 タ.1よ翠 矢矧 舛 自然朱雑 喉 鰭
鰍 鯉 で錦 ε味業鞭 化・と畑 磯 嘩 沸 騰
獅 ・空 罐 南れ}畑地 であう地 理9曲桝 形 解交お・ている・紘 で桝 郷 雲瀕 し塘 攣 轡形
上昇率は下がることになるCこ 浪は第 《寡限`b右 下がbめPP曲 線分で示
・ 「1㌔
『 、'・.一 ・ljナ ト.・ 」.
され る。続くπ。であれぽuは 負であ『夜碍g践 がちて一読 だけ賃金上昇率
は上がることになる・これ聯 豫 墾咳 填 り解8 、・鱒 僧 蒸発,脅
る・P融 線雌 験的結果を示す鯵 顕鯨 、断 罪鋤 には・このよう
に轟 で灘 を切。て進む右下が岡 酋辮 疎 調嚇 縮 き芝になる。
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'Cあ る
。 こ こ でW一 ・ は 前 朝9賃 金 で あ る0そ こ で こ9式 の 右 辺 を(18)式
ρ 左 辺 に 代 入 す る 。...
W一 匹1 ニ_,i.・ ・ ∵..・____(19)一
P匹1
この式 ゐ両 辺に まずW_、'を 掛 け,次 いでそのW-1を 加 えて整理す るな ら






、あ まう敵 る古 ゴ 瓦'!
さらに,こ の賃傘の動向をデ失業
率の代わ りに雇用に関連して表示 しoU nU
な 塾 す ご.とY'.Lよ う。i.=輪 一u,で.図9.
南?た か ら,,た ξ え ぽ π。=7%,陥 〒4%と す れ}搾 痴=3%に な う 。 と
と御 一・%といρ・ぬ 晦 瞬 荒 畑 幽 と・鰯
(ここで:禰 騨 雇用〒失麹rr雇 用逓 とえぽ金蝿 動
100万 人 とすれ ば・ 闘 は93万 人 と、堕 ことZあ るOそ こで・ この闘 率
ド離 して失業率を齪 す う.と塗の よ うで あ・臼.、
翫(・%)一No(100)一NoN
o(100)(93)・ 』_,1.'
同様 に して 自然失業牽 は次み ょ うであ お♂'固 一 …




靴 瓠 職 雛 こ(No-N)誰'薪)・ 一
No… ∴ ・(2・)一
,r、!㍉ ∴ に..1ζ ン
と な る 。
ヨ
痴 と∴賃金 と雇用との関係を求める拒めに;:一こあ弐ヒ)最右迩を(20)式 右
辺 第2項 に 代 入 す る 。 ・ .、.∴ 。.,、_..二 ….・ 馳〆
つ ・ ・∫;＼ し 一・ 阜 ・ 』 一'・ ㌧ 一丸.=一 ・ ・ヂ.顎 ・ ㌧
'`W=W一一,〔・《 助語)〕 ベ マ蛍 ・・「∴ ・轟(盟)1
'』 .r・'∴ .:7.=∵.』 ㌧'=く1:,こ't.
さ ら に,ヒ れ を 整 理 し て 次 の よ う に ず る 。
W一
,噂+・(N,一N,2Vo)〕..・予・.・ 、壇 … 騨 ・⑳ ・∴
1を ご でy『 ζ6関 係 は 一図10の 一よ 『5に'w一.;「'㌔'P∫ 『'-'「二.∴ ㌦"・-∵ ・ ∵
図示す ることがで ぎX.(22')式 で,君 ∴▽ 「:W:.
瓦 ≧躍 そ鎌 ぽ,三・臨 ぽ蜘 の賃 ・∫自 ∴ ∵ 〆B・'・ 覚 二'掌
蚕 繭 じ永画 と漉.:き あ麟1ま 面 耐 引'気 螂
10で1>ノ に対応す る 匹1を 示す座'㌦ 園 』「や1.'{'
・ξ::1層. .「』＼ ∵.1・..:'・1レ標 系 の 中 のG点 で 示 さ れ る
0さ ら に"「'o
・、、;π!ド
瓦 〉醤/で あ乳ぽ右辺第2項 は正で 」ハ図嘱6い ∴
櫛 癖 噸 峰 ・蝋 苧元箏)∴畦 魅 顔
a点 よヴも右めW曲 線分で示 される。-1>:。<2>ノセあれば右迦第2項 ぽ負で
痴 ら・飴 緬 あ蛭脳 ・(蔑総 構 下殉 鱒
膿豊麗常額 離調1蕪 轡;:噸




と感 示すことがで識 う晦 廷 ・『でこ蜘 鱒(22')式 の右
辺第2項 に代入する。
　　ワ コ 　 コ ド
,一W:=W〔1+E(L語)〕 ∵・一・・幽 幽 ・懲 … ⑳
."'`』.・-∫.・ ∵1・㌧1芋1'三(24)式は 図 1のよ う に 図 示 す る こ
w
とが で き る 。 こ こ で,y、=Yノ で あil層i
、
れ ぽ(24)式 の右辺第2項 は ゼ ロにな㌦..
る。 これ は図11に おいて,ッ1に 対lW_、
応穿 るし碓毎 を示 すG点 で表示 されll.
る。ッ。>y1で あれぽ正 であ るか ら,.、o.
.」}・!一 ・一・W
・こ,〆!





Y一 ・ 一:-〆 ∵ 》 ノ ・ ノ 」ー 一
これ 塗 α 点 の 右 上 のW曲 線 分 でYさ
,.1...!.、.劉 べ11.、 ゴ ニ か 蔭 ♂〕.i
泌 ・振y・ であれぽ負で嫡 から・・鈍れ}把 即 郊 の・珂 購 頒 示
される。こ◎よ.うにLて 国民所得が増木芝塾蝉茸傘力1上野す孕÷'い・気関係
は・ 嬉 鱒 砧 上卿 の脚 線で愁 卑 るYL.とに鱗 ・ピ 、..
ぞこで隻.最初の(17)式に享ち返ることに1ゴよ争。 ∴、 セ。1..耐=
Pニδ躍(1.十x) ・厨 ∵:ぐ:..・..∴ ・'∵∵⑭ 》=ノ
忌ゆ ナ 岬 で南.り・、.κ与野st・と卑 しZ.4'る賜 車鍔 セr・
哩 駆 ※ 恥 さ撞 和 嘩 加第鍋Fと 匹 よ、?総 噸 蹄 鉄
4解 を塾 神 う解 糖 拶 発見 うし下培 ρ騨 輝 塵 燭 明
図12で あ る。 この図12でW曲 纏 とP.F.・銭'ぺ:∴ ・".鱈 き 一'9.璽=
曲線の開きが右へ進むにつれて木き、
仲 誓 いるのは・、アーク㍗ プ率
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しだあである示,別 な手順にもとづ.;図12・ 塁
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い て,全 く同 じ 結 論 に い た る こ と が で き る 。 ∫遥∴ ゴ・.・∴.昏 ・
・プ1ま ず6'(17)式 に お け る.1+zを,計 単 純 化 の な 屡～に,.tと し,よ う6.
層'『 『・・P=;δ δW..・ …,㍉ ㍉噌'・ し.、 ・∴・∴・・,・'・∴・(25)∀
と め 式 の 君 道 に(24)弐 あ 右 辺 を 投 入 す るC.乱'∵ 一 ・/'子i昏 薗
1∴1細 面 ギlc崇 〉〕ll.∵..1∴.脳 ∵..(26)..
(25)式 た もとつ いて髭次 の関係 が妥 当す ると=とほt・ぢ豪セ もな し・Ol序
'就 ジ 鑑 査6
δ匹 ∴ も'"・/・ ブ.∴.篇.疑 をb㌧'
Y.1...の弐 あ勘 を;・:(26)式 砧 鋤1項 に代 ズす る∴'1控 ・・'・謡・　 ・聰
認:∵ 塚 〔f',1≒語 甥.,ド 穿 ∴ ∵:・:1∵・⑱ll
l紳 ま慨 ≒.:ζ遮.::,".1∵、1∫_〆 、.,
、1・∵..P;(=ASP).=P一 ・〔1十 λ(r・ 一Yノ)ユ.i..1・ ・∵・… ∫… ・(28')・;
と な る.さ 弊 ζ ・㊧ 関 聯 図 示 す れ ..P...… ・.∫,:,ASP
鰍 邸 鯵 よ5で ある・._..4_.・ ド.




於 い て,,、.v,..に対 応 す る.P-1を 示 すo
・α
Y
i_・ …、∵一 ∵..・.一"㌦ 、㌧ 一.・.・.こ ㌦'`彩.1甲.'》 ア ∫..
a点 で あ らわ し て い る 。}r。>Y,で 図13
あ れ ば,総 供 給 価 格Pは 前 期 の 物 価P_.よ り も,2(y。 一y1)だ け 高 く な
る 。 ヒ れ はP_・ 水 平 線 とa点 よ り も 右 のASP曲 線 と の 距 離 で 示 さ れ る 。
また,ア 。<yノであれぽP<P7㌧ と塗る町並為嫡 ぞ畦 水平線.とα点タ りも




(ロ)総 供給曲線 げ ・㌧ 二・.、二旨'・ 覚浴=崇.〉 二 ・〉 ・.
ミクロの次元たおける価格設定者の価格設定はヂ同時匿希場価格め決定
を意味する ものである。ところがマクロの次元における価 格設定者の総供




いて市場の物価を決定す鮭 鱒 鋲 レ愚 勢4ρ 鰐 難 嫉 慈物
町 芒いする繍 要(額 国民醐 ・解 職 モζ興 欝 入れた
ものであ り;横 座標で読まれるもの で ある♂ モ れーに泥跳じて総供給価格
は・それぞれの国貼 産物(供給国民所得!霊r熱 し解 攣 鱒、饗
あるか ら,縦 座標表示である。それゆえ総供給価格曲線ASPは,こ れが
物価6L決 定要因として用いられるたあ『にぽ;一AD曲 線に知応五て,横 座
標で読まれる総供給曲線=AS:に 修正 きれる'ごと赤必要たなる8・ 惹き'1
そこで,、ここではそのAS曲 線を派生させるたあ忙,'<2s)弐 寮ら出発
すること此 よ う0_ .一_ .宛 の ・治 燈1鴇'い 苧∵
P-P二 ・〔1土λ(Y-Yf)〕 ド孟.き3爵解 同'へ∵素謡1藷∴〈語う葉
ここで,現 実国民所得YoはYと い う記号1こ書ぎ強 党そいる♂ ごめ浅を玄
　
虻関して書 ぎなおず一ごどにしまう。ぞゐ滝あに・まずデ どあ弐 ゐ両辺をP二 、
で 割 る 。 ・㌧-㌦ ＼`∵ ㌦ 起'冒1・ 導 ∴ 許 摂
';%'
::'P,』 一 ∴ ＼ ・ ・∫'壕 一・丁 ・':沿 ゴ1:;・・.,一.除 草斜
,P_,__,・..、 ・ 、.認 ・、.・一 二∵1∵'∵(29)§




この(30)式 は,当 期の物価(総 供給価格)・Pが 前期の物 価P_・ ・と等 しけ
れば,』(供 給)国 民所 得yはY,に 等 し ≦なる ζとを示 し2い る。 また,
P>P_,2あ れ ば,そ の程度 に1じ てYはY!よ りも大 き く,.P<P_ゴ で
あれぽ,Yはrノ よ りも小 さ くな るこ≧を示Lて い う。
yLの 関係 を図示 した ものが図14でp・ .'AS
あ う9.ζ:の 図 のa点 にP=P=・ φ 事 ㍉,
例 に お い て,'㍉Y=Yノ に な る こ と を
F=P-1
示Lて いる。P>P一 ・の 事例 におい
て峠(去 一・〉鵬 供御




直 線 と乳Q点 ゆ ら右上 ㊧!1S曲 線 と.1・ 図14
の距獅 され・・また・F<や 醐 ・おいては1(r£ 「・)だけ
総供給に ル ζ りも小 さ くな る。・これはyノ 垂 直線 と,A点 ヵ・ら左下 の ・4S
曲線 との騨 で示されう・ このようにして・ ミク・の理謙 おいて准 産
量に関連するMC曲 線の成 り行きが・価格に関連して供給曲線に読みかえ
られ・のと同;じように・国貼 醐 ・関連する総供給価舳 榔 吻 脈
関連し囎 聯 申線として表示零れるこa蔦 嫡 ・
な3.均 衡 物 価 と 均 衡 国 民 所 得 の 決 定 、 一'・,・ 、
L'・iヤ1.、.　 己`'・.・:・ 艦 魑9一 』.'、 、己:'、
以上で手に入れた右下がりの総需要曲線ADど ・右#カ 『りの・総供給曲線
ASと を同一座標系に書 き入れxと 図15の ようになる。.こYLでAD曲 線
とAS曲 線の交点にそくして,均 衡物価p=;:均 衡嗣民所得y、1が決定 され
る。.これ ら物価,.国民所得はなぜ均衡 と.番ρ1うるの均戦X点.8に そ くする
ρ、・よ、りも物価が高いとすれぽ超過供給により物価は下が り,ρ 、よりも物
価が低い,とすれぽ,:超 過需要により物価 は上昇L;.け:?ぎ ょ、く・Aに 至ら
(189)23
4z渥A∫`:曲 想 分 析に 関 ず るソ ーF
ぎ る を え な一ホ 。引し'が 藩 ≒ 旦 こ のe'点 　　 　 P'隔 』ゼ パ 訂,;;.と ピ ・ー∵r
にそくしT物 価..p;と:国民所毎 露 が7
決定きれ1るならぽ;一弛め条件に変化 一
Pε
のない限 り,こ れ ら物価,1国 民所得 ン








.え均衡物顧 均鯛 民所得ほ び う ∴ ・ 二 ・・齢:岬'、 ・・寛
く 慌 一 一一圃㎜ 一 　一 … 「"`こ㌧飛
るというわ嘩 ある・しかもそれだけで}ま細 謹 の均鯉 民所得卿 完
全雇用国民所得でもあることに注目しなけれぽなちなし?。'この点お国民所
得決定に関して一LS曲線のもとで確定 したもの;`IS・ 「LM曲 線分析vも 層と
ついて確定しだ も亟 いずれ とも異 った結論 るあるrと'とを特記してti一'
瓶 燃 ・{の協 鰍 沢は最初力、一 ・.ゼ.・ 誌 魁 一
且i・.『'、
二ら無条件に保証'ざれ で焙 るおけ では ',ご2"∬.
F__________
コ ご
なL.・。・図16に お け 一る ま う にAZ)曲 線P
ア　
.と且5士曲 線を の交点cに 添 ぐし七 う.・ 層
芝:錺 映 定 き流 る添 頓 これなo㌔.と'1罷











線上 のQ点 にそ くす るp'はpよ り 図16
も高 くな ってい る。 この ような事例 匿需L・て1まゴ(30)式 にも'とrい て次 の
ような推移を辿ることになる。すなわちこの式において,右 辺第1項 は総
供給曲線の位置,;∴第2=項6戸 ど=P旱 をの関係はそれの形状を規定してい
ヌるOさ る(3C)式 に:おC・z二1"とP一;・'とが等しけれ}ま,y==y,に なるか らノ
タン垂 直線王 の毎薫を鑑ら亮総供給曲線A'S、 は,'い まや∴交点宏たぞ くす
る.》'水平線}ど'タノ垂直線との交点乃を逼る・てこ芝に:えがい亭(蔽いないが)ト
総供給曲線に下方移行じなければなら濾魂 そこで,そ のニド方移行 した総
供給曲線と二且0租 線との…気勲 こそ1ぐして,再 び新」ンい物価を国民所得が決
24(190)
Al)㌔48曲 線分析に関する ノ氏ト
定され るこ乏になる。 この交点 が垂直線 の左 にある限 り,・総 供給曲線の下
方移行はつづ く。・そ の結果,e点 を通 るAS曲 線 にいたち ざるをえない6
そ して この 交点 において,'け づき ょ.ぐ均衡物価 と均 衡国民所 得y.=ッ ノ、が
決定 され るごとに なる'oこ の ような観点か らすれ ばC点 か ら幽こ'のe点 にい
たる手前 で,・総供給 曲線 と総需要 曲線の交点 にそ二ぐ.して決 定 ざれ る物 価 と
国民所得は・marketclearingが 達成一され;…需給均等に なちそ はい るが∴
真の均衡物 価,均 衡 国民所得 と よぶ ・こどはできない盲あ えで恥えぽ(需 給)
均 等物価 詑'均等国民所 得(22～ともい う'べき ものであ る'ごとをづけ 加 え てお
『
C・'・ ∫ ＼ 　 :・.… ・r
『 ∵'三""∫' ・.'{∵"・ ㌧ ・ 一 .・』 … 卉






い っ て よ い 。
・、45典 緯の準星吟興㌣で往,価格受容者9事 圃と両格殺定者の事例に分
けて吟味したが,現 実に照らしていえば,後 者をとることが妥当かもしれ
痴 ♂し瀦 総供給価格の設定肺 場物餌の沫定噸 もゐでないという
関係蛮 ら緯供給価格曲織を総供給曲線に転換さ、せでおいた。.こ の転換は次
の ような関係から;も必要 と考えられる'。すなわち・ASP曲 線を用いるとす






も大 きい事例 において しか均 衡化 の傾向を もたない一 これは くもの巣の
定理 におけ る収束 条件 とは反 対である一 とい う奇妙な結論 にいた ら.ざる
をえない。 こ・の よ うな観点か らもmarketclearingの 条 件を満 たすために
は,五SP曲 線をAS.曲 線に転換 させ る こ.とが必要 なの である。 『ン
また,AD・AS曲 線分析では,marketclearingを 経過 しなが ら」 け っ
き ょく,均 衡国民所得即完全雇用国民所得 に到達 した。 これ は ケイ ンジァ
/の 理 論(IS・LM曲 線分析 もふ くめて)の 結 論 と.真 向か ら対 立す るも
のであ る。すなわ ちケィ ンジ ァンの理論は,均 衡 国民所得 と完 全雇用 国民
所得 とを切 り離す ところに特 色が あ り,そ のため の政府 の介 入(expensive
government)の 容認が理論の 根底 にあ る とい って よい。 これにたい して
Al)・AS曲 線分析では,む しろcheapgovernmentO)思想 驚々 の 撮底に
あ るといって よい。放 っておけぽ晩かれ早 かれ 完全 雇用 は達成 され るので
挙 動1・ ・..・.・ぞゼ.、 ・ ・:・ … ∴ 恒.一 ・=:`㍉
最 後に,:AD・ ・AS曲 線分析1さ,総 需要 管理 政策のみを重視す るケ悉 ン
～7ソ の理論 にたい して,総 供 給管理政 箪 とも.いうべき弔の の禰寧的挙肇
悸 をi累～呵る もの2あ る。、こ燕 は,.牟 とえ峠 スタ.ブ:7ヒ}驚 ヨvの 解 明 と対




(2)IS表:Y=・(A一 酉ゴ)・R・D・ ゆ ・・rhl.SFisch・r,,M・ ・…C・n?miρr・
5thed.,McGraw・Hill,1990,p.167.
'<
3)『 こ のIS曲 線 の 派 生 は,基 本 曲 に は ゴ ニ ドン に 依 拠 し て い る(R.J.Gordob,
Macroeconomics,4thEd.,Scott,ForesmanandComany,1987:p.98),
<4)。驚諜 鷲畿 纏螺撃繍 辮5濃 轍
遠∴予備的動機たよお貨幣需要はYの 増加関数としz規 定ざ航ると共i:許 ナ
.の減少関数としても規定される。 それというのもrが 高 くなれぽ,、予備的
26、('192)




。淳y蝉sミr撃 ・ 岬 ・,S・ringer-Verlag,1989S.1零毛!♀ 瞭 レ こ こで 騨 純
・ 化 の た め に
,L1=1irと い う 関 係 で 規 定 し て お く』
・,.(5)J.P.Mckenra,ibis一:,_一_:p..151.・ 己 ・ ・'一,,・:
,<・)μ 畷 ξ一士(・y一_Mp'.R.D・ ゆuscいFl・ 嘔 ・b?d.・μ ・6・
.了'㌧'-「'`.'『 ■'噂'幽 」;」.'・ 亨
.φ.珂 蓋二bh(kY-P)}R・ ・mb・s総 …ch…b・d.,p.・6・
(8)C.R.McConhe11,9S.L:B孟e,Economic:,11thed。,McGraw-Hill,
・1990,p.181.こ れ は ケ イ ン ズ 効 果 と よ ば れ る.ζ と ・も'あ る(J.P.McKenna,コし
ibid.,p.216.B.Felderer,St。Homburg,ibid.,S.138).
(9)C.R.McConnel1,S.L.Brue,ibid.,p。181.こ れ は ピ グ ニ 効 果 と よ ば れ
1・ る こ と も あ る(J.P.McKenna,ibid.,p:22a.B.'Fl61deをer,St.Homburg,
ibid.,S.203)o
(10)」.F.McKenna,ibid.,p.221.ニ ペ'."..'.、
(11)こ れ は 正 確 に はAD方 程 式(9)に は 対 応 し て い な い 。 そ れ と い うの も(9)
ゾ て ヘ へ
∵ 式は本来的にLM曲 線の移行による利子率効果'のみを表示したものであり,
しも
資産効果をふ櫓'熱'鈴 であ奔 、.∵ 、 ・・...・




・ 、 誤一.Σ一:尾 ・ ㌧ ・、 ・・.'Tradeoff:
.A.E.R.,June1973,pp.326-328.ド."
(15)マ ー シ ャ ル は 市 場,、(産業)/ト の ア ブ 翌 一 チ の 手 段 と.し て 代 表 企 業 と い う概
・、 念 を 用 い て い る の で,そ れ に 準 じ て,こ こ で は 国 民 経 済 へ の ア プ ロ ー チ の 手
段 と し て 代 表 市 場 概 念 を 用 い る ζ と に す る 。
(16)Q=α+h(F-P`),R.J.:G。 をdb。;一ibia.PP206=207.









AD・!監S曲 線分析w関 するノ」 ト
寧圃 袖 〔・+E(y-y*yF'・)玉繭 ぬ・画:鰯 戦.魂1寮 ・hed.,
9P.甲480二,註 、"・'「 ・ ・.・ し`「'『 ・.4'・ 、"「.ド..・.・ ・∴ ・.・:
二:冠D』とと燃 薦 嘘 どll
l晦 戯 旗 塗 絵 堕 譜)=
早 ・い・むすびつきを撫 礁 む昂 磁 ひ"そは総供給
⊃噛 格細 晰 叡 訴 。ラ率γどの醜 襯 定し溜 と雄 藩 して,・失業
率 と国民所得(ギ ャップ率)と の関連をOkun'sLawと いう経験則にもと
・':づ麓 で 髄 ひ"て 聡 供給価格と鹸 旛(尋:。 痢 とゐ関連襯
・ 、牢騒 ㌣ 鱈 きる・解 糖o畔rLrw,に よるタ・∵.・ .・
・一・… ∵・… 『・・z5・露=∫"チ.・ ∫・.・..・ ン ∴ ・・…燕補'〈 ・)
,榔r熱 そ鮪 、㍉.∫:、 、 一 ∵,・ 。..… ・,ノ
.、・.回 … 一 養(r}二yヨyナ'),.・ ・.、,・.■ ・,.・ …,… 引 く ・)





この(20)式 の右迦第2項 ビ(2')式 の右辺を代入ず るC"ら
㌦ゼ"㍉罪=9∵ ∵'曜 泌 〔
・一E/(;孕語)〕一 ∫㌃.、 一:∴∴・滋 一1・)
罫'寛'.∴'さ ち た ,「こ れ を 本 文 め(25)式 に 代 入 す る.a㌧'に …'㌔
'P =δ δw「 ・・・ …3こ'・ … ∴。・∴・∴・(25)
年 碗々 一鰐 調.∴ 』1∵門1∴ ・晒 ⊆・)
F':あ る い ぼ 挟 の よ う忙 書 きか1え きぐ も ・よ い6'・.7・'..じ.'∴ 『・
_.・.、.、 〆 蝋 ・ナ1贈 許)〕 、.,記 ∫.弾 ≒・…④
.・』ゼ1ヒ1め@)式 は本 文 め(26)弐 と ぽ とん ど同 じ も ので あ る
。'・たt・ し(26)式 のEが
こ こで は 萌,y<が ン1と 異 な って い.る 点 を 除 け'.ば(RDOrhbusch,S.
∴ ・Fischerゴibid.,2nde(いp.381)。… 讐 ・'『.;・ ∴ ・∴
28(1194)
AD・AS曲 線分析に関するノート





それゆえ,本 文中の 「均等物価 ・国民所得に,あ えて 「均衡」とい う名称を
つけるとすれば,短 期均衡物価 ・国民所得とよばれるであろう。 これにたい
してy、=・yノにそ くするものは長期均衡物価 ・国民所得とよばれることにな
る。
(195)29
